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令和２年第３回臨時会　議案の概要

※モビリティサービス　　自動車による移動や運搬をスムーズに行うためのサービスのこと。

第３回臨時会
（会期：令和２年10月20日）

議決した案件
●決算案…３件　●その他…２件
（●賛成多数可決…５件）

Pick Up

令
和
元
年
度
決
算
を
認
定

　

市
の
令
和
元
年
度
決
算
（
一
般
会
計
、
各
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
、

下
水
道
事
業
会
計
）
を
認
定
し
ま
し
た
。
水
道
事
業
会
計
で
は
、
今
後
老

朽
化
が
進
む
施
設
の
更
新
に
備
え
、
発
生
し
た
利
益
を
積
み
立
て
る
こ
と

に
つ
い
て
も
可
決
し
ま
し
た
。

議
会
か
ら
の
主
な
指
摘
・
要
望
事
項

　

決
算
の
審
査
を
通
し
て
、
市
が
令
和
元
年
度

に
実
施
し
た
事
業
の
課
題
等
を
整
理
し
ま
し
た
。

　

審
査
結
果
を
踏
ま
え
、国
・
県
へ
の
財
政
支
援

の
要
望
を
含
め
、
健
全
で
持
続
可
能
な
財
政
運

営
を
行
う
た
め
の
財
源
の
確
保
や
、市
民
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
職
員
の
確

保
・
適
正
配
置
・
育
成
等
、
執
行
体
制
の
見
直
し

に
取
り
組
む
よ
う
、市
に
要
望
し
ま
し
た
。

【
個
別
の
要
望
事
項
】

○ 

未
執
行
の
新
規
事
業
が
散
見
さ
れ
た
た
め
、

着
実
な
事
務
執
行
に
向
け
て
課
題
の
整
理
と

検
証
を
行
う
こ
と

○ 

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
完
了
を
見

据
え
、
実
施
を
見
送
っ
て
い
た
事
業
を
計
画

的
に
進
め
る
こ
と

○ 

妊
娠
・
出
産
・
育
児
支
援
の
切
れ
目
な
い
サ
ー
ビ
ス

提
供
と
相
談
支
援
拠
点
の
設
置
を
推
進
す
る
こ
と

○ 

地
域
共
生
の
観
点
か
ら
、障
害
特
性
に
対
す
る
企

業
の
理
解
を
深
め
、就
労
支
援
に
努
め
る
こ
と

○ 

特
別
支
援
学
級
へ
の
教
育
補
助
員
の
配
置
・

通
常
学
級
へ
の
学
校
教
育
支
援
員
の
配
置
を

進
め
、
併
せ
て
特
別
支
援
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー

の
配
置
を
推
進
す
る
こ
と

○ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
付
与
す
る
用
途
の

拡
大
等
、
取
得
の
メ
リ
ッ
ト
を
増
や
す
検
討

を
行
う
こ
と

○ 

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
Ｈ
ｉ

－

Ｂ
ｉ

ｚ
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と

○ 

道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
整
備
・
更
新
・
修

繕
を
計
画
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と

○一般会計　　　　　　　　　○特別会計（16会計）
　歳入　827億9,263万６千円　　歳入　309億6,097万６千円
　歳出　775億1,497万３千円　　歳出　308億2,626万４千円
【主要な施策の成果】
①仕事づくり　　産業イノベーション創出拠点の開設
 【4,683万円】
　　　　　　　　次世代農業の担い手育成 【2,584万円】
②暮らしづくり　新※モビリティサービスの実証実験の実施
 【1,569万円】
　　　　　　　　八本松駅前の土地区画整理 【１億2,571万円】
③人づくり　　　小中学校へのタブレット配備等
 【２億2,247万円】
　　　　　　　　学生等の創業・定住支援 【588万円】
④活力づくり　　美術館建築と周辺整備 【14億1,550万円】
　　　　　　　　（仮称）道の駅西条の整備 【１億6,784万円】
⑤安心づくり　　待機児童対策（保育士・受け皿の確保）
 【２億479万円】
　　　　　　　　地域医療支援病院の機能強化 【6,699万円】
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令和２年第３回臨時会　議案の審査経過

議案番号▶ 議
案
第
202
号

議
案
第
203
号

議
案
第
204
号

議
案
第
207
号

議
案
第
208
号会派名 議員名

創 生 会

片山　貴志 ○ ○ ○ ○ ○

岩崎　和仁 ○ ○ ○ ○ ○

坪井　浩一 ○ ○ ○ ○ ○

加藤　祥一 ○ ○ ○ ○ ○

鈴木　利宏 ○ ○ ○ ○ ○

清 新 の 会

貞岩　　敬 ○ ○ ○ ○ ○

北林　光昭 ○ ○ ○ ○ ○

重森佳代子 ○ ○ ○ ○ ○

乗越　耕司 議 議 議 議 議

池田　隆興 ○ ○ ○ ○ ○

創 志 会

岡田　育三 ○ ○ ○ ○ ○

大道　博夫 ○ ○ ○ ○ ○

玉川　雅彦 ○ ○ ○ ○ ○

奥谷　　求 ○ ○ ○ ○ ○

公 明 党

坂元百合子 ○ ○ ○ ○ ○

加根　佳基 ○ ○ ○ ○ ○

竹川　秀明 ○ ○ ○ ○ ○

令 和 会

鈴木　英士 ○ ○ ○ ○ ○

牛尾　容子 ○ ○ ○ ○ ○

田坂　武文 ○ ○ ○ ○ ○

市民クラブ

景山　　浩 ○ ○ ○ ○ ○

中川　　修 ○ ○ ○ ○ ○

石原　賢治 ○ ○ ○ ○ ○

政 友 会

重光　秋治 ○ ○ ○ ○ ○

山下　　守 ○ ○ ○ ○ ○

牧尾　良二 ○ ○ ○ ○ ○

日本共産党 谷　　晴美 × × × × ×

真政倶楽部 宮川　誠子 ○ ○ ○ ○ ○

広 友 会 上田　　廣 ○ ○ ○ ○ ○

議案の審査経過
表決が分かれた案件の表決結果

※「議」は議長「○」は賛成「×」

本
会
議
の
討
論

● 

議
案
第
202
〜
204
号（
令
和
元

年
度
東
広
島
市
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て
、令
和
元
年
度
東

広
島
市
水
道
事
業
会
計
利
益
の

処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
度
東
広
島
市
下
水
道

事
業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
）

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

本
市
は
、
小
さ
な
政
府
か
ら
大
き

な
政
府
に
大
転
換
し
、
公
助
の
た
め
、

基
金
を
取
り
崩
し
、
市
民
の
暮
ら
し
、

命
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
消
費
税
の
増
に
伴
う
水
道
料
金
、

下
水
道
使
用
料
の
値
上
げ
は
市
民
に

負
担
を
押
し
付
け
る
も
の
で
あ
る
た

め
、
反
対
す
る
。

賛
成

 

景
山　

浩
議
員

　

平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
な
ど
の
影
響
が
あ
っ
た

が
、
全
般
的
に
第
五
次
東
広
島
市
総

合
計
画
に
つ
な
が
る
予
算
執
行
で

あ
っ
た
。
今
後
※

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
に
向
け
さ
ら
な
る
施
策
の
推
進
の

た
め
決
算
を
認
定
す
る
べ
き
と
の
考

え
か
ら
、
賛
成
す
る
。

● 

議
案
第
207
号
（
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
志
和
中
・

（
仮
称
）
志
和
小
学
校
増
築
工

事
及
び
大
規
模
改
造
工
事
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

小
さ
な
学
校
の
大
切
さ
が
見
直
さ

れ
て
お
り
、コ
ロ
ナ
後
の
教
育
の
あ
り

方
を
市
民
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、中
学
校
の
改
修
を
含
む
20
億
円

の
大
事
業
で
あ
る
が
、
99
・
9
％
の
入

札
率
で
の
落
札
は
競
争
性
が
あ
っ
た

と
は
言
え
な
い
と
判
断
し
、反
対
す
る
。

● 

議
案
第
208
号（
委
託
契
約
の

変
更
に
つ
い
て（
一
般
国
道
2

号「
道
の
駅　

西
条
」（
仮
称
）

整
備
事
業
に
伴
う
整
備
工
事
））

反
対

 

谷　

晴
美
議
員

　

道
の
駅
で
計
画
し
て
い
る
農
林
水

産
物
の
販
売
は
、
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー

方
式
を
導
入
し
た
市
場
な
ど
を
参
考

に
、
既
存
の
施
設
を
活
か
す
べ
き
で

あ
る
。
不
要
不
急
の
ハ
コ
モ
ノ
建
設

と
判
断
し
、
反
対
す
る
。

※SDGs　　６ページをご参照ください。
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委
員
会
審
査
概
要

決
算
特
別
委
員
会

● 

議
案
第
202
号
（
令
和
元
年
度
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
）

　
　
　
　

職
員
の
時
間
外
労
働
に
つ

い
て
、
増
加
傾
向
が
続
い
て

い
る
が
、
そ
の
原
因
は
何
か
。

　
　
　
　

災
害
復
旧
関
係
の
事
務
が

影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　

た
だ
、
直
接
的
に
災
害
復
旧
事
業

に
関
係
な
い
部
署
で
も
慢
性
的
に
増

加
傾
向
が
見
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
人
員
配
置
、
業
務

の
効
率
化
に
つ
い
て
は
課
題
が
残
っ

て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き

改
善
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　

発
達
障
害
へ
の
対
応
な
ど

が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
市

と
し
て
の
現
状
認
識
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。

QＡQ

　
　
　
　

発
達
障
害
へ
の
対
応
は
増

加
し
て
き
て
お
り
、
で
き
る

限
り
早
期
に
療
育
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
年
度
の
事

業
で
発
達
障
害
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
予
定
と
し
て
お
り
、
発

達
障
害
と
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
も

の
か
、
基
礎
的
な
理
解
の
促
進
か
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、

令
和
元
年
度
ま
で
の
交
付
率

が
19
・
7
％
で
、
平
成
30
年
度
か
ら

令
和
元
年
度
に
か
け
て
は
3
％
伸
び

て
い
る
が
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
国
が
目

標
と
し
て
示
す
令
和
5
年
度
ま
で
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
大
半
の
国

民
が
持
つ
と
い
う
状
況
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　

昨
年
度
、
交
付
計
画
を
全

国
の
市
町
村
で
作
成
し
て
お

り
、
本
市
の
目
標
は
普
及
率
30
％
で

あ
る
。
今
後
は
、
市
全
体
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
有
の
利
点
に
つ
な

ＡQＡ

が
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
検
討
課

題
を
共
有
し
て
い
き
た
い
。

● 

議
案
第
203
号
（
令
和
元
年
度
水
道

事
業
会
計
利
益
の
処
分
と
決
算
の

認
定
）

　
　
　
　

水
道
事
業
の
職
員
の
生
産

性
に
つ
い
て
、
他
団
体
と
比

べ
る
と
、
職
員
数
、
経
験
年
数
と
も

少
な
く
時
間
外
労
働
が
多
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　
　
　

水
道
局
の
技
術
職
員
は
、

他
市
と
比
較
し
少
な
い
。
今

後
、
技
術
職
員
を
確
保
し
、
研
修
を

実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

● 

議
案
第
204
号
（
令
和
元
年
度
下
水

道
事
業
会
計
決
算
の
認
定
）

　
　
　
　

下
水
道
未
普
及
解
消
整
備

計
画
の
進
捗
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

災
害
対
応
等
に
よ
り
、
遅

れ
が
出
て
い
る
が
、
数
年
か

け
て
遅
れ
を
取
り
戻
し
て
い
く
。

QＡQＡ

　
　
　
　

災
害
復
旧
事
業
の
優
先
に

よ
り
、
イ
ン
フ
ラ
施
設
整
備

で
進
度
調
整
を
行
っ
て
い
る
事
業
の

見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

今
年
度
中
に
ま
ず
災
害
復

旧
事
業
の
工
事
全
て
に
関
し

て
発
注
を
済
ま
せ
た
い
。
通
常
事
業

に
つ
い
て
は
、
災
害
復
旧
事
業
の
進

捗
度
合
い
を
見
な
が
ら
、
一
定
程
度

の
進
捗
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

QＡ


